
ソフトマター・粘稠流体科学とカーボンゼロへの展開

【本研究プロジェクト目標】
機能性流体の開発，生体膜モデル物質の応用
物性・機能性の探索，ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ，実用化検討

コロイド

液晶・異方性流体

生体イオン媒体

高分子

・負の粘性
・1次元系相分離
・計算機ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

基盤研究(B)

・液晶素子
・複合膜合成

基盤研究(C)，実用化

コロイド分散系の計算機ｼﾐｭﾚｰｼｮ
ﾝ・本質的現象の理論的抽出

基盤研究(C)，学術変革領域研究(B)

・DDS
・DFT計算
・細胞毒性
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液晶の乱流状態では見かけの粘性が負にな
り，せん断速度(shear rate)とせん断応力
(shear stress)の関係はS字曲線を描く。最初
に発見したMBBA液晶（青線）の５倍の大き
さの負の粘性を示す液晶を発見した（赤線）。

すべてのDES中でDNAの溶解が確認

DNA塩基由来の260nm
付近のピークを確認

駆動しきい値低下剤の開発（添加量の
増加でA-B-C-Dの順にしきい値が低下）
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